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のような書籍の発行部数が年々減少している [1] のに対して、COOKPAD[2] やキュー
ピー３分クッキング [3] のような料理レシピ検索サイトの利用者が増加している（図
1）。前者の COOKPAD[2] では、2013 年 7 月から 2015 年 3 月までの 2 年半ほどで会
員数が約 2 倍となっている [4] ことから、料理レシピ検索サイトの普及が広がってい
ることが伺える。このような料理レシピ検索サイトでは、無料で、且つ数多くのレシ
ピの中から検索できるという点がユーザーが利用する要因となっている [5]。  
　料理レシピ検索では、すでに調理する料理が決まっている場合の「料理名による検
索」と、冷蔵庫の中の在庫食材を使用する、という漠然とした欲求下における、「食





































































２. ２　料理レシピ検索 UI に関する事例・研究
　既存の料理レシピ検索サイトでは、リスト形式での検索結果提示が採用されている。
COOKPAD[2] を例にとると、クエリ（食材名）を含む料理レシピがリスト形式によっ
































　これまでの料理レシピ検索 UI に関する研究では、様々な可視化手法を用いた UI が





























9図 5.　食材の優先度を考慮したインターフェース [9] 




































ど、Web サイトにおいて WebGL を使用している場面が増えてきた。また、教育分野






　これまでの３Ｄ空間におけるビックデータの可視化研究としては、森田ら [17] の E
コマース商品の可視化や、Benjamin ら [18] による、重み付きグラフの可視化を行っ
た Cubix というシステムがあげられる。
　森田らは、３次元の x, y, z 軸に E コマースにおける商品の属性値をそれぞれ割り当
て、短時間の中で全ての商品について俯瞰視を行い、網羅的に相対関係を取得できる
ことを示した。Benjamin らは、時系列によって変化する重み付きグラフを可視化す






























































































































































る、Orbit Controls クラスを用いて実装した。システムを起動する（Web ブラウザを








































































































　3DUI において多くのレシピを検討できたと賛成した人は 64%、List 形式で多くのレシ
ピを検討できたと賛成した人は 36% であった。また 3DUI において多くのレシピの属性
値を比較しながら検討できたと賛成した人は 91%、List 形式では 36% であった。今回の
UI によって、これまでのリスト形式の UI よりも多くのレシピを検討できた、複数属性
を比較しながら検討できた、という結果が得られた。
　また、料理時間やカロリー、塩分といった属性値が決め手になった被験者がリスト形







































































































































































































３．５. ５　Query Ring: 料理レシピと検索クエリの関連性可視化
　探索画面には、探索実行後に実行結果である料理レシピそのものを示すレシピオブジェ
クトが表示される。レシピオブジェクトの周辺には、その料理レシピが含む検索クエリ（食




図 19 では、「かぼちゃ」「ひき肉」という 2 種類の食材を入力した際の両方の食材を
含むレシピオブジェクトの描画を示している。このレシピの場合、１つ目と２つ目の






トをクリックする（図 20(b) ③）。ここでは、料理時間として 2,30 分ほどを考えており、
それほどカロリーが高くなく、且つ冷蔵庫の食材を幾つか消費したいと考えているため、



























　制作した３DCG による可視化システムを用いて、既存の UI との比較を行う評価実験と、
システムのユーザービリティを行う評価アンケートを行った。
４．１　評価目的
　作成した UI に対する評価実験（以下、本評価実験と記す）の評価目的は以下の 2 点で




















































•  3D 検索システムのインタフェースを利用してみて、楽しいと感じましたか（平均評
価点 :1.25、得られたコメント数：3 件）
 -  リストのように出てくる検索システムしか使ったことがなかったので面白
かった。（1 件）





 -  画像表示で画像が 3D で散らばっているのは見ていて楽しかった。（1 件）
•  3D 検索システムを気に入っていただけましたか（平均評価点 : 1.81、得られたコ
メント数：５件）
 -  もっと使ってみたい。（２件）
 -  とにかく望む条件に対して，画面のどの部分を見れば良いか理想に近づくの
かがわかりやすかったので，検索時間が短く良かった。（１件）
•  全体を通して、3D 検索システムに満足することはできましたか（平均評価点 : 2.13、
得られたコメント数：４件）
 -  リスト形式に比べると 3D インタフェースの方が検索結果を一望しやすかった
ので検索結果を比較しやすかったです。（１件）
 -  もっと直感的に動かせるとよい。（１件）
　次に、「大変不満足」「不満足」「まあ不満足」と 25% 以上の被験者が答えた項目とし
ては、以下の３点があげられる。多くあげられたコメントもともに記載する。
•  3D 検索システムを利用することによって、検索を素早く終了させることができま
したか（平均評価点 :3.38、得られたコメント数：10 件）
 - 慣れなかったので、すぐに検索を終えることができなかった（３件） 
 - リスト形式では比較することを全くしなかったが、3D 形式では比較を考える
ようになり時間がかかった。（１件） 
•  3D 検索システムにを利用する過程で、検索を無駄なく能率的にこなし、検索を終
えることができましたか（平均評価点 : 3.38、得られたコメント数：11 件）
 -  慣れていないためか、少し時間がかかってしまった。（４件）
 -  目移りしてしまった。（１件）
•  3D 検索システムが提示した情報を理解することは簡単でしたか（平均評価点 : 
3.31、得られたコメント数：8 件）
 -  軸について，どれがどれだったか忘れてしまったので、カロリーなどの軸も
画面に表示されているとなおわかりやすい（１件）
 -  理解するのは簡単だが、使用感になれるのに手こずった。（１件）
 - 操作方法はシンプルであった（２件）





1 3D 検索システムに満足することはできましたか 2.44 0 . 7 3
2 3D 検索システムの操作方法はシンプルでわかりやすいものでしたか 2.88 1 . 3 6
3 3D 検索システムにを利用することによって，望んだ結果を効果的に得て，検索を終えることができましたか 2.88 1 . 2 6
4 3D 検索システムを利用することによって，検索を素早く終了させることができましたか 3.38 1 . 5 4
5 3D 検索システムにを利用する過程で，検索を無駄なく能率的にこなし，検索を終えることができましたか 3.38 1 . 3 1
6 3D 検索システムを快適に利用することはできましたか 2.69 1 . 0 8
7 3D 検索システムの使い方を理解することは簡単でしたか 2.38 1 . 2 6
8 3D 検索システムを使うことによって，早く有用な情報を得ることはできましたか 3.00 1 . 2 1
9 3D 検索システムを使用中にエラーが起きた時，どのようなエラーが起きたかわかりやすいメッセージは提示されましたか 1.00 0 . 0 0
10 3D 検索システムを使用中に操作を間違えてしまったときに，簡単に元の状態に戻す，もしくは解決することができましたか 1.94 1 . 0 6
11 3D 検索システムで提示される情報はわかりやすいものでしたか 2.88 1 . 3 6
12 3D 検索システムで検索中に必要とする情報を見つけ出すことは簡単でしたか 2.63 1 . 4 1
13 3D 検索システムが提示した情報を理解することは簡単でしたか 3.31 1 . 8 5
14 3D 検索システムが提示した情報は，検索行動を終了させるために効果的であったと思いますか 2.63 1 . 0 9
15 3D 検索システムが提示した情報の構造は明確でしたか 2.50 1 . 1 5
16 3D 検索システムのインタフェースを利用してみて，楽しいと感じましたか 1.25 0 . 4 5
17 3D 検索システムを気に入っていただけましたか 1.81 0 . 6 6
18 3D 検索システムにはあなたが予想していた機能が全て含まれていましたか 3.25 1 . 4 8
19 全体を通して，3D 検索システムに満足することはできましたか 2.13 0 . 8 9
34
































































































上部が探索時間上位 25% の中央値、最下部が探索時間下位 25% の中央値を示す。3DCG
システム利用者の探索時間の標準偏差は 149.60 秒、リスト形式システム利用者の探索
時間の標準偏差は 71.56 秒となり、3DCG システムでは、探索時間に被験者によってば
らつきが出た。３ＤＣＧでの平均探索時間は 285.63 秒、リスト形式での平均探索時間





























































































[1] 一般社団法人 日本雑誌協会 : 印刷部数公表 ,http://www.j-magazine.or.jp/magadata/
?module=list&action=list, 最終閲覧日：2015 年 6 月 14 日
[2] クックパッド株式会社 : レシピ検索 No.1 ／料理レシピ載せるなら クックパッド , 
http://cookpad.com, 最終閲覧日：2015 年１月 18 日
[3] 日本テレビ放送網株式会社 : 美味しいレシピが満載！日本テレビ系列「キユーピー 3
分クッキング」, http://www.ntv.co.jp/3min/index.html, 最終閲覧日：2015 年１月
18 日
[4] クックパッド株式会社 : サービス概要 | クックパッド株式会社 , https://info.cookpad.
com/outline_of_service, 最終閲覧日：2015 年 6 月 14 日
[5] クックパッド株式会社 : 料理に関するアンケート結果 ,  https://cf.cpcdn.com/info/
assets/wp-content/uploads/20140306000000/pr130723-survey.pdf, 最終閲覧日：
2015 年１月 18 日
[6] クックパッド株式会社 :News Release, https://info.cookpad.com/press/2013/0724, 
最終閲覧日：2015 年 6 月 14 日
[7] Bates, M. J.: The Design of Browsing and Berrypicking Techniques for the Online 
Search Interface, Online Review, 13, no.5, pp.407-424, 1989.
[8] クックパッド株式会社 : クックパッドの利用動向に関するアンケートを実施～クッ
クパッド利用者の 57％、さらにプレミアム会員（会員数 100 万人）は 80％がクッ
クパッドを利用して「初めての料理にチャレンジすることが増えた」～， https://
info.cookpad.com/pr/news/press_2013_0724，最終閲覧日：2015 年１月 18 日
[9] 塩澤秀和：食材の優先度を考慮したビジュアルな料理レシピ検索インタフェース , 
電子情報通信学会論文誌 A, 94, 7, 458̶466, 2011
[10] 高畑麻理 , 上田真由美 , 中島伸介 : 食材に対する好き嫌いを考慮した料理レシ
ピ推薦手法の提案 , 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム 
(DEIM), E3-5, 2011.
[11] 木原ひかり , 上田真由美 , 中島伸介 : 余剰食材の使い切りを考慮したレシピ推薦手
法の提案 . 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム (DEIM), E3-3, 
2011.
[12] 株式会社オージス総研 : 管理栄養士のレシピでヘルシー料理 ボブとアンジー , 
http://www.bob-an.com/, 最終閲覧日：2015 年１月 18 日
[13] 野間田佑也 , 星野准一：GraphicalRecipes: レシピ探索支援のための視覚化シス
テム , 芸術科学会論文誌 , 7, 2, 43-54, 2008
[14] サントリーホールディングス株式会社 : 子育て家族の食卓調査－「つなぐ」「ひ
42
らく」 食卓のために－ , http://www.suntory.co.jp/culture-sports/jisedai/active/
report/eating/index.html, 最終閲覧日：2015 年 6 月 15 日
[15] マルハニチロホールディングス : ～マルハニチロホールディングス、「料理レ
シピに関する調査」～ , https://www.maruha-nichiro.co.jp/news_center/research/
pdf/20130227_recipe_cyousa.pdf, 最終閲覧日：2015 年 6 月 15 日
[16] 文部科学省 科学技術・学術審議会・資源調査分科会 : 五訂増補日本食品標準成
分表, http://www.mext.go.jp/b_ menu/shingi/gijyutu/gijyutu3/toushin/05031802.
htm, 最終閲覧日：2015 年 10 月 8 日
[17] 森田哲之 , 由比藤光宏 , 日高哲雄 , 中村知彦 , 平川豊 : ３次元空間を利用した商
品属性可視化手法の提案 , 電子情報通信学会技術研究報告 , 103, 745, 61-64, 2004
[18] Bach, B., Pietriga, E., Fekete, J. D.: Visualizing dynamic networks with matrix 
cubes, Proceedings of the 32nd annual ACM conference on Human factors in 
computing systems, 877-886, 2014
[19] 日 本 人 の 食 事 摂 取 基 準（2015 年 版 ） の 概 要 ,  http://www.mhlw.go.jp/
file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushin
ka/0000041955.pdf,　最終閲覧日：2015 年 10 月 15 日
[20] Lewis, James R. :  IBM computer usability sat isfact ion questionnaires: 
psychometric evaluation and instructions for use, International Journal of Human
‐ Computer Interaction, vol.7, no.1, pp.57-78, 1995.
[21] Itoh, Masahiko, Masashi Toyoda, and Masaru Kitsuregawa.: An interactive 
visualization framework for time-series of web graphs in a 3D environment, 
Information Visualisation (IV), 2010 14th International Conference. IEEE, 54-60, 
2010
[22] 川端彬子 , 金尚泰 : 料理レシピ検索を支援するための３Ｄ空間表現を用いた検
索結果の可視化システム , デザイン学研究（投稿中）
[23] 川端彬子 , 金尚泰 : 料理レシピ検索を支援するための 3D 表現を用いた検索
結果の可視化手法 の提案 , 電子情報通信学会 HCG シンポジウム 2015, 536-540, 
2015.
43
付録
　評価実験時に利用した、実験手順説明に関する書類と、3DCG 可視化システムの操作
説明に使用したスライド（一部動画を含む）を付録として添付する。
1.　料理への興味や料理頻度に関する事前アンケート調査：5問（3分） 
2.　3DCG空間の操作練習（3分） 
1□　簡単な操作の説明を行います。 
2□　画面に表示されているピンクのうさぎが画面いっぱいになるようにズームインしてください。 
3□　画面からピンクのうさぎがはみでないようにズームアウトしてください。 
4□　青のうさぎが見えるように並行移動してください。 
5□　青のうさぎを真下のアングルから見てください。 
• •
6□　青のうさぎを真上のアングルから見てください。 
• •
3.　シナリオについての説明（3分） 
4.　リストを用いた料理レシピ検索（10~15分） 
1□　10点ほどの食材を提示するので、それが冷蔵庫にある食材だと想像してください。 
2□　10点の食材の中から、使用する食材を2,3点ほど選び、以下にご記入下さい。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
3□　料理レシピの検索を行ってください。 
4□　作りたいと思った料理レシピを決定し、テキストフォームに入力して下さい。 
5.　印象評価アンケート：4問（5分） 
6.　3DCGを用いた料理レシピ検索（10~15分） 
1□　10点ほどの食材を提示するので、それが冷蔵庫にある食材だと想像してください。 
2□　10点の食材の中から、使用する食材を2,3点ほど選び、以下にご記入下さい。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
3□　料理レシピの検索を行ってください。 
4□　作りたいと思った料理レシピを決定し、テキストフォームに入力して下さい。 
7.　印象評価アンケート：3問（5分） 
8.　最終評価アンケート：19問（10分） 
以上で評価実験は終了となります。　ご協力ありがとうございました。 
実験手順説明書
以下の様なシナリオを想定し、評価実験を行っていただきます。二つのシステムを利用し評価を行っていただきま
すが、どちらも同じシナリオを想定していただきます。 
• あなたは自宅に帰り、夕飯を作ろうと考えています。 
• そこで、本システムを利用し、作る料理レシピを決定し、必要な場合は買い物に行き調理を開始します。 
• 作成する特定の料理レシピ名（オムライス、角煮など）はまだ決まっておらず、食材名を元に検索していただき
ます。 
• 使用できる食材（冷蔵庫に入っている食材）の食材名と消費期限をこちらから提示しますので、それを元に検索
を行ってください。 
使用できる食材（冷蔵庫に入っている食材）の食材名と使用期限のリストです。この中から1~3個の食材を選び検
索を行ってください。 
調理日：　  
No 食材名 消費期限
1 かぼちゃ 2015/12/06
2 はも 2015/12/08
3 チーズ 2016/01/05
4 卵 2015/12/20
5 ベーコン 2015/12/20
6 いちご 2015/12/08
7 ヨーグルト 2015/12/09
8 トマト 2015/12/05
9 れんこん 2015/12/03
10 米 2016/03/05
シナリオ
食材リスト
2015/12/06
2016/01/12
料理検索UIに関する評価実験についてのご説明
Akiko Kawabata
画面表示
• 使用するインターフェース
2ウィジェット画面 探索画面 俯瞰視ビュー
画面表示
• 使用するインターフェース（ウィジェット部）
3
検索フォーム
検索ボタン/カメラ操作ボタン
選択した料理レシピデータ
料理レシピ詳細へのリンク
料理レシピに必要な食材
食材の優先度設定
画像/軸の切り替えボタン
画面表示
• 表示されるオブジェクトの配置図
4
画面表示
• 表示されるオブジェクトの配置図
4
　塩分軸の中心点： 
　1食の1品分の目標摂取量 
カロリー軸の中心点： 
1食の1品分の必要量 
画面表示
• 表示されるオブジェクトの配置図
5
優先度低
優先度高
画面表示
• 表示されるオブジェクトの配置図
5
優先度低
優先度高
　優先度とは： 
　優先度が高い食材の消費量が多いものほど手前に配置される
画面表示
• 料理オブジェクトの意味
クエリ１：かぼちゃ
クエリ２：ひき肉
操作方法
• 画面操作（視点移動）
7
DRAG
操作方法
• 画面操作（視点並行移動）
8
DRAG
• 画面操作（ズームイン・ズームアウト）
操作方法
9
WHEEL
• 画面操作（オブジェクトへのズーム・詳細表示）
操作方法
10
CLICK
11
18食品群
•meat（肉類）
•fish（魚介類）
•vegetable（野菜類）
•cereal（穀類）
•potato（芋・でんぷん粉類）
•sugar（砂糖・甘味類）
•pulse（豆類）
•nut（種実類）
•fruit（果実類）
12
•mushroom（キノコ類）
•algae（藻類）
•egg（卵類）
•milk（乳類）
• fat（油脂類）
•sweet（菓子類）
•beverage（嗜好飲料類）
•spice（調味料・香辛料類）
•prepared（調理加工食品類）
